
募集しませんか？

効率的な医療提供体制を実現するためには、資格がなくともできる業務を切り出して
看護助手（看護補助者）として採用し、その分、看護師などの専門職の方には

本来の業務に専念していただくことが必要不可欠です。

採用に当たってのポイント

特にシニア層、子育て層は短時間
でのパート勤務を希望しています

採用条件を資格不問、経験不問と
することをおすすめします

看護師など専門職の業務指示や
業務分担の明確化が必要です

看 護 助 手 を

ナ ー ス エ イ ド

↑看護助手の活用
事例集はコチラ

厚生労働省 委託事業
「医療機関における
看護補助者の確保・定着」

医療機関の皆さまへ

R7.8

「人手が足りないのに
雑務が多く、本来の業務
以外に追われている」

「人材が確保できず残業が
日常的になっている」

このようなお悩みに・・・

1

地域への社会貢献
シニア層、子育て層などの雇用

採用のメリット

看護助手の業務例

専門職の業務負担軽減
看護助手に周辺業務を切り出し

医療業務の質の向上
専門職が本来業務に専念できる

清掃・
片付け

食事の
配膳・下膳

物品の
補充・管理

ベッド
メイキング
（シーツ交換）

求人票の条件、記載方法のアドバイス

対象求職者への求人情報提供 など
（支援内容の詳細は管轄ハローワークにご確認ください。）

ハローワークでの支援

２

３

求人の申込みや記載方法
のご相談については、
管轄ハローワークに

お気軽にご連絡ください。


